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　日時：2013 年 3 月 16 日（土）　午後 1 時～4 時　会場：岩手県立大学アイーナキャンパス学習室 1
　プログラム：第 1 部 『沿岸の民俗芸能と外の世界をつなぐ』
  基調講演　橋本裕之（追手門学院大学・岩手県文化財保護審議会委員）
  研究発表　阿部未幸（岩手県立大学総合政策学部学生・中野七頭舞）
　　　　　　　第 2 部 『地域を支えるチカラとしての民俗芸能』

























































































































































収入 40 万円の人に 1 万円は小さいかもしれない、



















































































































































































































































































































































































































　沿岸地区では 1 年に 1 回お祭りがあります。も
ちろん、盛岡にもさんさ祭りとかあって盛り上が
りますが、うちらみたいな小さな地域でもお祭り



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 ） 鵜鳥神楽と黒森神楽は 1 年おきに交代で北回りと南回
りの巡行を行っている。
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